
デジタル教科書指導案／地理的分野
1．題材　p.150-151　自然災害に対する備え
2．目標　⑴　自然災害の発生を防ぐことができないことに気付き、防災や減災の必要性について理解できる。
	 ⑵　�災害への対策について、国や地方公共団体が行う取り組みのほかに地域や個人で行う対策について考察で

きる。

4．指導過程

学習内容・学習活動 資料・発問 留意点（○）・指導のポイント（◆）

導
　
　
入

１．「津波避難タワー」
の写真を題材にし、本
時の課題をつかむ。

２．災害から身を守る
ためには、どのような
準備や対策が必要か予
想し、学習課題への見
通しを持つ。

〇　「防災訓練で津波避難タワー
に避難する人々」の写真を題材に
し、防災とは何をすることか考え
させながら、本時への導入を図る。

〇　災害から身を守るために必要
な準備や対策を予想させる。

〇　「学習前の予想」へ記入させ、
本時の学習展開の見通しを持た
せる。

展
　
　
開

３．予想される災害に
対する防災の工夫を理
解する。

　⑴　施設・設備に
　　　よる対策

○　トラフの意味を確認させ、南
海トラフの巨大地震で５ｍ以上の
津波が予想されている地域を読み
取らせる。

◆　関東地方から九州地方にかけ
ての太平洋岸の広い地域にわたっ
て 5m以上の津波が予想されてい
ることに気付かせる。
◆　防潮堤の建設や高台の避難場
所の設置などの対策が考えられる
ことを理解させる。

学習課題：�国や地域は、自然災害を防いだり、被害を少なくしたりするために、どのような工夫をしている
のだろうか。

津波に対しては、どのような施設・設備による対
策ができるだろうか。

なぜ、このようなタワーを設置し、避難訓練をし
ているのだろうか。

避難訓練のほかに、災害から身を守るためには、
どのような準備や対策が必要か予想してみよう。

南海トラフの巨大地震が起きた場合、高さが５ｍ
以上の津波が予想されている地域はどこだろうか。
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評価との関連 指導のポイント

知識・技能
・�自然災害への備えは、施設や設備によるハード面の対策と、情報の共有や防災訓練などのソフト
面での対策が必要なことを理解している。

思考・判断・表現
・�災害への対策は、自助、共助、公助の観点から、相互に補完し合って行われなければならないこ
とを考察している。

主体的に学習に
取り組む態度

・�さまざまな自然災害から身を守るために、自分の地域で必要な対策や準備について、主体的に考
察し、追究しようとしている。

3．章・節の評価規準例につながる指導のポイント
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　⑵　防災に関する
　　　情報の共有や
　　　意識の向上

４．災害発生時におけ
る国や地方公共団体の
役割を理解するととも
に、地域や個人ができ
る対策について考える。

〇　津波以外の自然災害に備える
施設・設備の例を考えさせる。
◆　洪水に備える堤防の整備、崖
崩れに備える防護柵、噴火に備え
るシェルターの建設などが行われ
ていることを理解させる。
〇　自然災害そのものを止めるこ
とはできないことや、施設・設備
による対策には限界があることを
考えさせる。
〇　施設・設備以外の対策につい
て考えさせる。
◆　過去の災害の教訓から防災や
減災に生かすことの必要性を理解
させる。

〇　看板による表示の工夫とその
効果を考えさせる。
◆　多言語で表示されていること
や、想定浸水深が分かるなどの工
夫がなされ、日頃の防災の意識付
けになっていることに気付かせる。

○　ハザードマップの役割と活用
法を考えさせる。
◆　ハザードマップなどで、ふだ
んから身近な地域の自然環境の特
徴や起こりやすい災害を知ってお
くことが重要であることを理解さ
せる。

〇　学習プリントを活用し、家庭
や地域での備えについてまとめさ
せる。

整
　
　
理

５．本時のまとめをする。

６．学習課題への振り
返りの活動を行う。

◆　自助、共助、公助それぞれの
取り組みと役割について説明でき
たか確認する。

〇　「学習後の振り返り」へ記入
させ、「学習前の予想」と比較さ
せる。

「学習後の振り返り」の欄に記入してみよう。

津波以外の自然災害に対しては、どのような施設・
設備の対策ができるのだろうか。

施設・設備以外に、災害対策として考えられるこ
とを挙げてみよう。

二つの看板は、どのような工夫がなされているの
だろうか。

あなたの家庭や地域では、どのような災害が予想
され、どのような備えをしているか考えてみよう。

自助、共助、公助の取り組みについて説明しよう。
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ハザードマップが必要な理由を考えてみよう。
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南海トラフ巨大地震と県想定南関東地震による想定浸水範囲
南海トラフを震源とする巨大地震の想定浸水範囲
中央防災会議「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）」（平成２４年８月２９日発表）のうち，鎌倉市への影響が最も大きくなるケースを採用
県想定南関東地震の想定浸水範囲
神奈川県による新たな浸水予測図（平成２４年３月公表）による

避難施設

過去の津波記録

（　　）内は，その場所の海抜値です。
避難所

（ミニ防災拠点）

津波来襲時緊急
避難建築物

（津波避難ビル）

津波来襲時緊急
避難空地

防災行政用無線

津波注意看板
（数値は設置場所の海抜値）

海岸からあがる階段・スロープ

参考避難経路

県想定明応型地震による浸水の深さ

凡例

5.0m以上  8.0m未満
4.0m以上  5.0m未満
3.0m以上  4.0m未満
2.0m以上  3.0m未満
1.2m以上  2.0m未満
0.5m以上  1.2m未満
0.5m未満

10.0m以上
8.0m以上10.0m未満

神奈川県による新たな浸水予測図（平成24年3月公表）をもとに作成

大正関東地震1923年の津波記録がある位置
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地域で予想される災害 家庭や地域の備え
（略） （略）


